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みやぎＮＰＯプラザの今後の在り方について 
 

１「県有施設等の再編に関する基本方針（令和２年３月，震災復興政策課）」について 
 

（１）みやぎＮＰＯプラザに関する方針 

「県有施設等の再編に関する基本方針」では，榴ヶ岡分室庁舎の建物については，築

年数等を考慮して基本的には廃止する方向で検討を行い，みやぎＮＰＯプラザについて

は，仙台医療センター跡地（仙台市宮城野区）に移転することとし，宮城県民会館と集

約・複合化する方針案が示されるとともに，宮城県美術館と集約・複合化する方向で更

に検討を進めることとされた。 

 

 

 

 

 

 

  

（２）集約・複合化の狙い・効果等について（県有施設等の再編に関する基本方針より） 
 

①施設整備について 

・施設整備に係る期間として移転まで事業構想策定開始から７，８年程度見込まれて

いる。 

  ・類似の諸施設（会議室・レストラン等）の共有化による施設規模の適正化，稼働率

の向上，施設管理の効率化が見込まれている。 

                        →【資料１－２】 
 

②複合化による施設機能 

  ・県民，企業，学校関係者など幅広い利用者が集まる施設と併設されることで，ＮＰ

Ｏ活動の情報発信やＮＰＯ，企業等相互の交流促進機能の強化，文化芸術分野団体

との接点など，連携・協働の可能性が広がることが考えられている。 
 

③計画地について 

  ・JR 仙石線宮城野原駅に直結，幹線道路に接しているなど利便性が非常に高い。 

・広域防災拠点や宮城球場をはじめとする計画地の周辺施設との連携を含めて整備

手法，設備，管理運営方法といった具体的な施設整備に係る構想を検討することと

している。 
 
 

（３）集約・複合化施設の整備等に係る検討について 

  令和２年度に県庁関係課による検討実施，基本構想を策定予定。 

みやぎＮＰＯプラザは，今後もＮＰＯ活動の中核機能拠点として管理運営する必

要があり，中核機能拠点として必要な機能等について検討するとともに，集約・

複合化に当たっての課題等を整理し，必要な見直しを行う必要がある。また，県

内ＮＰＯ支援施設の状況には地域差があり，プラザの広域的促進機能の強化が求

められる。 

 

資 料 １－１ 
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２ 県有施設等の再編に伴うみやぎＮＰＯプラザの機能に関する委員からの意見等 

について（４月～５月実施） 

 

（１）主な意見 →【資料１－３】 

①必要な機能・施設に関すること １１件 

  ・オンライン・Wi-Fi 環境の整備（①-1～5）  

・紙媒体での情報発信の継続（①-6) 

・相談体制の充実（①-7）  

・駐車場の確保（①-8，9）  

・訪問業務の充実（①-8） 

  ・人口減少に伴う利用者減も想定した施設の在り方（①-11） 
 

②集約化・複合化に向けた検討が必要な事項に関すること １７件 

   ・オンライン環境とクローズ空間の必要性（①-1） 

・有事における施設の在り方（②-1～5）  

  ・複合化施設の利用者の動線や情報支援（②-6～8） 

・各施設間での情報交換，協議の場（②-9，10） 

・貸会議室の利用料金や予約条件等の差別化（②-13） 

  ・貸事務所の設置数や広さの検討（②-14，15） 

  ・インキュベーション施設（レストラン・ショップ）の在り方（②-16） 

  ・会議室の面積の拡充(②-17） 
 

③みやぎＮＰＯ情報ネットに関すること ５件 

   ・システム改修，刷新の必要性や動画，協働マッチング機能の充実（③-1，3，5） 

  ・みやぎＮＰＯ情報ネットの周知と活用の推進（③-2, 4,) 
 

④多様な主体との協働・交流に関すること １１件 

  ・多様な主体との協働の環境づくり, 交流の機会，ネットワークづくり（④-2～6） 

  ・団体相互の目的が達成できるような個別のマッチング機能の必要性（④-7） 

    ・ニーズに対応した施設や機能の検討（④-8） 

  ・ＮＰＯの理解促進や地域課題に対する行政との相互理解の深長（④-1，8，9) 

    ・若い世代との参加促進（④-10） 

・周辺施設との連携について（④-11） 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 



3 

 

⑤ＮＰＯの基盤強化，ＮＰＯ支援施設フォローアップに関すること ２０件 

  ・長期的な視点でのネットワーク構築やノウハウ蓄積，人材育成ができる拠点となるよ

うな見直しの実施（⑤-1） 

・プラザ職員，支援組織のスタッフの人材育成（⑤-1～5） 

・人材育成に関するプログラムの開発の提案（⑤-6） 

・寄付獲得の事例研究と情報発信（⑤-7） 

  ・オンラインによる広域支援や相談業務（⑤-8，9）   

・ＮＰＯが必要とする情報発信や講座，相談業務の継続・充実（⑤-10～12） 

  ・全国の市民活動推進機関や地域の中間支援組織との連携やネットワーク構築 

（⑤-13，14） 

  ・ＮＰＯ支援力向上に向けた取組（⑤-15，16） 

  ・市町村との連携（⑤-18～20） 
 

⑥その他に関すること １２件 

  ・指定管理期間について（⑥-1） 

・仙台市への偏重について（⑥-2～5） 

・情報発信力の強化について（⑥-6，7） 

  ・専門相談に携わる専門家のＮＰＯの特性に関する理解（⑥-9） 

 ・施設利用のオンライン申請や利用料金のオンライン決済について（⑥-10，11） 他 

 

３ 施設の在り方について 
  
 

「２ 県有施設等の再編に伴うみやぎＮＰＯプラザの機能に関する委員からの意見等」の，

①必要な機能・施設に関すること及び②集約化・複合化に向けた検討が必要な事項に関す

ることを踏まえ，③～⑥の内容・視点等についても考慮しつつ，【資料１－４】「みやぎＮＰ

Ｏプラザ施設の集約・複合化後の方向性について」により県庁関係課で検討を行う。 

 


